
平成 9（1997）年に行わ
れた、瓦の葺き替えや外壁
の修理などの平成の大改
修にあたっては、瓦を山上
に運ぶ市民参加型のイベ
ントも開催され、多くの市
民が参加しました。
また、初代が建設されて

以降、大正から昭和初期に
かけて、岐阜の町家では新
築や増築、改築等により、
2階に本座敷を置く事例が
目立ちます。この 2階座敷は家によって表、奥、離れと置
かれる位置は異なりますが、共通した特性として、座敷か
らの眺望がほぼ決まって、金華山、復興天守が望めるよう
になっています。これらから、復興天守が当時の岐阜市民
にとって、大きな誇りとなっていたことが分かります。
このように岐阜城復興天守は、郷土の英雄を偲ぶもの、

戦後復興のシンボルとしてなど、金華山と共に岐阜市のラ
ンドマークとして、市民をはじめ多くの人々に親しまれて
います。その場所に変わらずあること、見上げればいつも
見えることなど、心象風景としての意味合いが強く根付い
ており、今ではなくてはならないものになっています。
この復興天守のある金華山は、「岐阜城跡」として平

成 23（2011）年に国の史跡に指定されている他、平成 27
（2015）年に第 1号として認定された日本遺産「信長公の
おもてなしが息づく戦国城下町・岐阜」の構成要素にも
なっています。

岐阜城復興天守の歴史
は古く、初代の復興天守
は明治 43（1910）年の建
築で、日本で初めて建設
されたと考えられていま
す。建築場所は古地図に
天守台と記載のあった箇
所で、建物は木造トタン葺きの 3層、内部は写真等の記
録はないですが、吹き抜けになっており、ハリボテ状の
構造であったといわれています。建築の際、見学ルー
トとなる登山道の改修も検討されたようです。

その後、初代は昭和 18（1943）年に焼失します。その
衝撃は市民にとって大きなもので、直後から再建の動
きがみられます。社会情勢もありこの時の再建はなり
ませんでしたが、戦後復興のシンボルとしての意義を
もち、昭和 31（1956）年に鉄筋コンクリート造りの 3層
4階として、二代目が再建され現在に至ります。

当時の人々の復興天守にかける思いは強く、初代の
復興天守の建築の際、二代目の再建の際には、市民から
の寄付や岐阜城再建期成同盟会による募金があり、建
設されるに至っています。

【問い合わせ先】
　• 岐 阜 城 ☎058-263-4853
　• 観光コンベンション課 ☎058-265-3984

観光情報はこちら
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岐阜城復興天守の概要

岐阜城復興天守と人々の関わり

平成の大改修（吉田尚弘氏提供）

重
要
な
構
成
要
素
（
建
造
物
）

復興天守が建築される前の天守台
（明治時代の絵葉書 岐阜市歴史博物館所蔵）

初代の復興天守の絵葉書（岐阜市歴史博物館所蔵）

瓦を背負う参加者（吉田尚弘氏提供）
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